
近隣住民や第三者のプライバシーを侵害するおそれの少ない画角の例 
 

※ 本画像は、イメージ画像であり、実在しない場所の画像となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



近隣住民や第三者のプライバシーを侵害するおそれのある画角の例 
（申請を受理するために画角の修正をお願いします） 
 

※ 本画像は、イメージ画像であり、実在しない場所の画像となります。 

 
～修正をお願いする理由～ 

１ 画面の多くが公道である。 

  (歩行者、車両等が鮮明に映りプライバシーを侵害するおそれがある。) 

２ 近所のお宅の窓等が映っている。 

  (隣人宅の窓や玄関ドア、敷地内が映れば、そのお宅のプライバシーを侵害するおそれがある。) 

 

☆修正方法☆ 

１ 物理的に画角を下げて、公道や近所のお宅の窓が映らないようにする。 

２ 防犯カメラにマスキング(黒塗り等)機能があれば、自宅敷地外のマスキング(黒塗り等)を行う。 

３ 映ってしまう近隣の方の許可を得る。(公道については、許可はとれません。) 

 


